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103 ｍ、外周 2.5 ｋｍを高さ 6 ｍ前後の女墻をもつ
石塁が囲み五ヶ所の雉が設けられる。城内はゆるく階
段状遺構が連なっている。北西門付近には天将台や武
者溜りが確認できた。最高所の烽火台付近では井戸、
採石場、出城が確認された。南門は現在の集落内かと
思われる。烽火台を含め明代の修復が多く見られる
が、城同士の連携には烽火が用いられたものと考えら
れる。遼東半島の山城については、戦闘の記録などか
ら比較的関防体系が明らかになっている。
　もう一つの対外地域である韓半島の臨津江流域で
は、白種伍氏により新羅の関防体系との比較が行われ
ている。それによれば、川に接して拠点城と堡塁を組
み合わせた北東－南西方向中心軸にした線上防御体系
を形成し、漢灘江の合流点には城郭を菱形の平面形態
で配置する菱形防御体系を構築している。いわゆる三
国時代の典型的な関防体系と考えられる。
３．高句麗内部の城郭ネットワーク
　これらの対外地域における連携については明らかに
なりつつあるが、高句麗内部における連携については
不明な点も多い。その資料となりうる可能性として、
今回踏査した蓋州煙筒山堡城・蓋懸城子溝山城を挙げ
たい。煙筒山堡城は、岩壁がむき出しの煙筒山の登頂
部よりやや下ったところにある。箕の形の斜面から平
坦部が連なる複雑な地形である。後世の寺院址や石棚
などが確認された。山城と呼ぶにはやや違和感がある。
一方の城子溝山城は狭い尾根上の端に烽火台に似た石
積みが見られるのみで、いずれも戦闘時における監視
用、または烽火台としての連絡補助的役割を担う城と
考えることができる。具体的根拠に欠け推測の域を出
ないが、このような小規模な城の調査研究は行われて
いないため、今後高句麗内部における城郭間の連携を
考える上で重要な存在と言えるだろう。
　以上管見ながら踏査成果から高句麗における関防体
系を概観した。高句麗のみならず、城郭間の連携によ
り国土、水利、交通路を守り、安全を図るという視点
で城や防御施設を捉えなおすと個々の城のもつ意味が
一層深まると考えている。
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